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Ⅰ 工 事 概 要

完成期限

３．

２．

建物概要

工事場所１．

４．

建 物 名 称

階 数

構 造

工 種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

章 項　目 特　　記　　事　　項

1

各
章
共
通
事
項

建築基準法による

・ 印の付いたものが対象工事種目

工事種目

工　事　種　目

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

・  2 仮設工事

・  3 防水改修工事

・  4 外壁改修工事

・  5 建具改修工事

・  6 内装改修工事

・  7 塗装改修工事

・  8 耐震改修工事

・  9 環境配慮改修工事

・ プール改修工事

概成工期

５． 有指定部分

有

 工 事 仕 様
１．共通仕様

（１）

Ⅱ

６．

・

・無

無・

・

対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・

(1.2.1)[1.2.1]

指定部分工期　令和　　年　　月　　日（　曜日）

令和　　年　　月　　日（　曜日）

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

契約基準、現場説明書、図面　　　枚及び本特記仕様書　　　枚によるほか、下記仕様書

文部科学省発注工事請負等契約規則（文部科学省訓令第二十二号）別記第1号の工事請負

等のうち、○印の付いたものを適用する。

・ 文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

・ 文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科改修仕様書」という。)

工事写真撮影要領(令和元年7月)・

・ 建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)

・ 建築工事標準詳細図(令和4年版)

・ 

（２）

２．特記仕様
（１）本特記仕様書の表記

　　１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。

　　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　　・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　４） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に

　　　　断の基準）を満たすものを示す。

　　　　特記事項に記載の　[　　]　内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　３）特記事項に記載の　(　　)　内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　特記事項に記載の ((　　)) 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　特記事項に記載の [[　　]] 内表示番号は、文科改修仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　特定調達物品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表1中の品目ごとの判

　　　　基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める

電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

機械設備工事の特記仕様書は（　　　　　）による。

・ 電気設備工事

・ 機械設備工事

なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　　）、

改 修

ＲＣ造

―

・  8-8 土工事及び地業工事

(1.4.1)[1.4.1]

　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断

　　　熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極

　　　めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ

　　　た材料を使用する。

　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

　　　使用する。

　③　接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－ｎ－エチルヘキシル等

　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

　　　ヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使

　　　用したものとする。

建築物内部に使用する材料等とは、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の①から④を満たすものとする。

(1.4.2)[1.4.2]

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及

　　　び性能を有するものとする。

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する

　　　工法とする。

　　　・ 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　・ 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　・ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　・ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　・ 安定的な供給が可能であること。

　　　・ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造所等に関する資料の提出を求める材料

（２）製品名が記載された材料は、当該製品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用

　　　する場合は監督職員の承諾を受ける。

・　環境への配慮

・　材料の品質等

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造所等は、以下に指定する

事項を満たすものとし、その証明となる資料を監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

・ 石綿含有建材の調査 [1.5.1]事前調査

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

材料名

定性分析方法

（JIS A 1481-1）または

（JIS A 1481-2）

定量分析方法

（JIS A 1481-3）または

（JIS A 1481-4）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

採取箇所

・図示による　　・　

分析方法

3
　ホルムアルデヒド 　100μg/m　(0.08ppm)以下

指針値（両単位の換算は、25℃の場合による。）

　トルエン
3

　260μg/m　(0.07ppm)以下

　キシレン
3

　200μg/m　(0.05ppm)以下
3

　エチルベンゼン 　3800μg/m　(0.88ppm)以下

　スチレン
3

測定対象化学物質

（２）測定対象室及び測定箇所数は以下表による。

階棟名称 採取本数室名

（４）文部科学省の「学校環境衛生基準」に基づき、採取は室内の温度が高い時期に行い、

　　　吸引方式では30分間で２回以上、拡散方式では８時間以上行う。

（５）測定結果が指針値を超えていた場合は、発生源を特定し、換気等の措置を講じた後、

　　　再度測定し、基準値以下であることを確認してから引渡しを行う。

(1.5.9)[1.7.9]

（１）施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼン、スチレン等の濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

　220μg/m　(0.05ppm)以下

・　化学物質の濃度測定

（３）測定方法は、（・吸引方式（アクティブ法）・拡散方式（パッシブ法））により行う。

(1.7.1～3)[1.9.1～3]

　1) 完成図

　次の図書を監督職員に提出する。また、それらを本工事目的物に関し使用するための権

利については、発注者に委譲する。

　・A1複写図（製本）　　　　　　　部

　・A3複写図（製本）　　　　　　　部

　・A1版原図　　　　　　　　　　　部

　・A3版原図　　　　　　　　　　　部

　・CADデータ（電子納品）及び電子データ（PDF形式）

　・A4ファイル綴じ　　　　　　　　部

　・電子データ（PDF形式）

　2) 保全に関する資料

　　工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。

　3) 工事写真（「工事写真撮影要領」による。）

　・原本（電子媒体）

　4) 完成写真

　・アルバム（紙又は電子媒体）　　部

　　　　　　　　　　ため以外に使用しないこと。

　　　　む。）及びその改変物、複製物を公表、閲覧、譲渡その他一切の方法により第三者

　　　　に使用させてはならない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を受けた場合は、この

　　　　限りではない。

　　　　　ファイル形式：

　　　　　著作者名：

　電子納品は次の規定に従うものとする。

　　 し、受注者は撮影者等との契約に当たってもそれらの承諾を条件とする。

　3) 電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

　1) 貸与する設計図のCADデータは以下による。

　　　　　貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図の作成の

　2) 完成写真の撮影に関する著作者の権利等については次のi) 及びii) によることと

　　　i) 提出された写真は、国が行う事務及び国が認めた用途に関して、無償で利用する

　　　 ことができるものとする。この際、著作者名を表示しないこと及びその利用に必要

　　　 な範囲で改変を行うことができるものとする。

　　　ii) 受注者及び撮影者等は、撮影時に取得した全ての写真（提出していないものを含

　4) 電子成果品は、提出前にウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

　5) 提出方法及びファイル形式は以下による。

　　　　 上記の他、監督職員が認めた形式

　　　　 電子媒体：CD-R又はDVD-R

　　　　 CADデータ：JWW、DXF及びPDF

撮影部位
形式・サイズ 撮影者

提出 画素数

及び箇所数 セット数 及び画質等

　1280× 960

　ピクセル以

　上かつ撮影

　したデジタ 　　　任意

　ルカメラの

　設定のうち

　最高の画質

 外部：　箇所

 内部：　箇所

 程度

  (　)箇所

  外観正面

 上記と異なる

 外部：　箇所

 内部：　箇所

　建築完成写真　4500×3000

　の撮影実績が　ピクセル以

　ある者で、監　上で画像補

　督職員が承諾　正を行った

　する撮影業者　もの

　・電子データ（JPEGフル

　　カラー・圧縮率1/4程度）

　・カラー印画紙キャビネ判

　・カラー印画紙キャビネ判

　・カラー木製パネル半切

　　（324×400mm）

　・電子データ（JPEGフル

　　カラー・圧縮率1/4程度）

　・カラー印画紙キャビネ判

　・カラー印画紙キャビネ判

　　A4アルバム綴じ (注)

　　A4アルバム綴じ (注)

　・電子データ

　　（JPEGフルカラー）

　・カラー印画紙キャビネ判

　　A4アルバム綴じ

(注) のアルバムは併せて作成する。

・　完成時の提出図書

・　他工事又は他工種

　　との取合い

2

仮
設
工
事

・ 降雨等に対する養生 [3.1.3]※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

　 方法（とい共）

・ 既存防水の処理 [3.1.4] [3.2.3、4、6]既存保護層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 

・ 既存下地の処理 [3.2.6]既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

部等の処置　　 

・行わない

・行わない

・ 施工数量調査 [1.6.2、3]

調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

調査範囲

・

・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）  

・行わない 

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

・図示による

※監督職員と協議する

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

・

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

既存防水層の撤去

3

防
水
改
修
工
事

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・ 

・ 塗膜防水 [3.6.2、3]新設防水層の種別　　

仕上塗料

種類 使用量
施工箇所

高日射反射
備考

率防水　　

・主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

※主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・適用する

・P0X

※X-1

・X-2

・X-1H 

・L4X

・X-1

※X-2

・X-1H

工法 種別

改修 新設

・X-2H

・

・X-2H

・

Ｇ

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※主材料の製造所の仕様

設置数量　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　・　　　　　（個）

　　　　　　・　

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名

東京大学

印

NON 特 A- 0 1特記仕様書１

平 場

平 場

立上り

立上り

・監督職員と協議する。

 [2.3.1]・ 既存部分の養生 養生方法等

・既存部分

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

・材料、撤去材等の運搬方法

　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 )

C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　　・　　　　　　）

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

・ 足場等  [2.2.1][表 2.2.1]

外部足場

・設置しない

・設置しない

・設置する

・設置しない

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

内部足場

（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート、合板　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　） 

養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

・図示による　　・　

保管場所（・図示による　　・　　　　　　） 

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

　ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

　据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

メッシュシート

 219.50

 642.50

 642.50

地上 2階
地下 1階

令和 8年 11月 30日（月）

R8

副課長 係長 特任専門職員 係員

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

超高圧
電子顕微鏡室

超高圧
電子顕微鏡室

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式
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新設防水層の種別　　

施工箇所 工程数及び各工程の使用量

・P1Y

・P2Y

※Y-2

・

※Y-2

・

※主材料の製造所の仕様

・

※主材料の製造所の仕様

・

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

工法 種別

改修 新設
保護層

シーリング改修工法の種類　　・ シーリング ［3.1.4］[3.7.2、3、7、8]

・シーリング充填工法　 

・シーリング再充填工法 　

・拡幅シーリング再充填工法　 

・ブリッジ工法 

　ボンドブレーカー張り

・適用する  　・適用しない

　エッジング材張り

・適用する　　・適用しない

シーリング材の目地寸法

・

・図示による

※改修標準仕様書3.7.3(1)による

接着性試験

※簡易接着性試験

・引張接着性試験

仕上げを行わない施工箇所

・図示による　　・　

シーリング材の種類、施工箇所

下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・ 施工数量調査 調査範囲  [1.6.2、3]

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

調査内容

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・外壁改修範囲

・図示による

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

4

外
壁
改
修
工
事

（

共
通
事
項） ・図示による　　・　

・ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（mL/m）

※200～300 ・130

・ ・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

 0.2以上～0.3 未満
・50～100 ・40

・ ・

 0.3以上～0.5 未満
・100～200 ・70

・ ・

・150～250 ・130

・ ・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

注入状況の確認方法

抜取り個数

抜取り部の補修方法

・Uカットシール材充填工法 　

・シーリング材

 充填材料の種類

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

・行う　　・行わない

・可とう性エポキシ樹脂 

・パテ状エポキシ樹脂

・シール工法

シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。 

・

・可とう性エポキシ樹脂

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

 0.2以上～1.0 以下

 0.5以上～1.0 以下

※図示による　　・　

［4.1.4］[4.3.5、6、7、8]4-2

・ 欠損部改修工法 ・充填工法 　

・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法 　

既製目地材

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

［4.1.4］[4.3.9、10]

・現場調合材料

（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

・既調合材料（　　　　　　）

・エポキシ樹脂モルタル

・使用する（形状　･図示による　　・　　　　　　） 　

※図示による　　・　

・ 浮き部改修工法  [4.1.4][4.3.11～16]

工法の種類

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数
注入量

一般部

(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)
(mL/箇所)

指定部 一般部 指定部

※16

・

※25

・
　 － 　 －

※25

・

※13

・

※20

・

※25

・

※13

・

※20

・

※50

・

※9

・

※16

・
　 － 　 －

※25

・

※9

・

※16

・

※25

・

※9

・

※16

・

※50

・

※12

・

※20

・

※12

・

※20

・

※9

・

※9

・

※16

・

※16

・

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

・

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

注入口付アンカーピンの材質

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

アンカーピンの材質

充填工法用材料 

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ポリマーセメントスラリー 

広がり速度

(cm/s)

長さ変化量

(％)

（収縮）

引張接着性

（材齢28日）

曲げ性能

（材齢28日）

吸水性

(％)

（72時間）

耐久性

（劣化曲げ強さ）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 5.0以上15以下

(N/mm2) (N/mm2) (N/mm2)

モルタル塗替え工法用材料

・現場調合材料

（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

既製目地材

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

・既調合材料（　　　　　　）

・使用する（形状　･図示による　　・　　　　　　） 　

保水係数　0.35～0.55

粘調係数　0.50～1.00

※図示による　　・　

・ 既存塗膜等の除去

　 下地処理及び下地調整

[4.5.4]
4-4
外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

下地面の補修

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・サンダー工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・欠損部改修工法

処理範囲

※既存仕上げ面全体

・図示による

※既存仕上げ面全体

・図示による

※既存仕上げ面全体

・図示による

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

　工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

・図示による

工法

・ 仕上塗材仕上げ [4.1.5][4.5.2][表4.5.1]新規仕上塗材の種類 

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

防火材料種類（呼び名） 仕上げの形状 工法  調湿形

防火材料種類（呼び名）

・適用する

上塗材

・適用する ・

・

・　

・　

仕上げの形状 工法

・適用する ・適用する

 調湿形

・適用する・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E

・内装薄塗材

・砂壁状

・砂壁状

・凹凸状

・吹付け

・ﾛｰﾗｰ塗り

・吹付け

・ﾛｰﾗｰ塗り

・吹付け

・吹付け

・　

・

・砂壁状じゅらく

・適用する ・　

・適用する ・　

・適用する ・　

・適用する ・　

 [5.1.3]

新規に建具を設ける場合 

壁部分の開口の開け方

新規建具周囲の補修工法及び範囲

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

・ 改修工法5
建
具
改
修
工
事

※図示による　　・　　　　　　　　　　　

※図示による　　・　

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・建具表による　

　　 － ・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・アルミニウム製建具

・樹脂製建具

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・外部

・内部

・建具表による　・木製建具 

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　　 ・　

　[5.2.2～5][表 5.2.2]・ アルミニウム製建具

外部に面する建具の種別　

遮音性の等級（・　　　）

性能値等

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　)

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧性の等級（・　　　）

気密性の等級　（・　　　）

水密性の等級　（・　　　）

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

枠の見込み寸法

（・建具表による　　・　　　　　　）

断熱性の等級（・　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具　 　

屋内の建具 

結露水の処理方法

水切り板、ぜん板

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

種別

断熱ドア・断熱サッシ

材料

形状及び仕上げ

工法

・

表面処理 

種別

・BB-1　　・BB-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

着色

・標準色　　・特注色

・BC-1　　・BC-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

着色

・標準色　　・特注色

・水貯め式　　・排水式

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

※図示による　　・　

Ｇ

・可とう形改修用仕上塗材

種類（呼び名）種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 防火材料耐候性上塗材の種類

・耐候形

　1種

・・

・ ・・・・・

溶媒

　・

樹脂

　・

外観

　・

・耐候形

　2種

・耐候形

　3種

・ 建具用金物  [5.8.1～3]金物の種類及び見え掛り部の材質等　

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

・錠前類

※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・建具表による

・

※改修標準仕様書表5.8.2による

・建具表による

※改修標準仕様書表5.8.3による

・建具表による

・

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

※改修標準仕様書表5.8.4による

・建具表による

木製建具に使用する戸車及びレール

※改修標準仕様書表5.8.5による

・建具表による

※シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠

[5.8.4]・ 鍵 マスターキー

その他の鍵の製作本数

鍵箱

・製作する

※各室3本1組（室名札付き）

・

・無し　・有り

・製作しない

・既存のマスターキーに合わせる

[3.7] [5.14.2～4]・ ガラス ・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

・建具表による

・型板ガラスの厚さによる種類

・

・建具表による

・

・強化ガラス

形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅱ-1類　　・Ⅱ-2類　　・Ⅲ類

・合わせガラス

・建具表による

・建具表による

・

・建具表による

・

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる

　種類

・熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類、厚さによる種類

性能による種類

・1種　　・2種

・複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

断熱性による区分

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

日射取得性、日射遮蔽性による区分

・G　　・S

乾燥気体の種類

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・1種　　・2種　　・3種

耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場合）

・A類　　・B類

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

日射熱遮蔽性による区分

・空気　　・アルゴン　　・　

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

・グレイジングガスケット ・図示による

・

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

アルミニウム製

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

・

・シーリング材 

・

・グレイジングガスケット

・

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

・

耐震性能

　構造体の層間変形に対する追従性

　　　構造体の層間変形角　　・1/100

　　　　　　　　　　　　　　・1/200

　　　　　　　　　　　　　　・　

　　以下の構造体の層間変形角に対して、破損、脱落が生じないよう取り付けられている

　　ものとする。

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名

東京大学

印

NON 特 A- 0 2特記仕様書２

平 場

平 場

立上り

立上り

伸縮目地 ウレタンシーリング

・複層仕上塗材

工法仕上げの形状種類（呼び名） 防火材料上塗材の種類 耐候性

　3種

　2種

　1種

・耐候形

・耐候形

・耐候形

溶媒

樹脂

外観

　・　

　・　

　・

・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・・　 ・

・複層塗材E

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・・　 ・

・・　 ・・　

・防水形複層塗材E

・複層塗材RE

・複層塗材Si

・凹凸状

・ゆず肌状

・凹凸状

・ゆず肌状

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凸部処理

・凸部処理

　吹付け

　吹付け

　ﾛｰﾗｰ塗り

　吹付け

　吹付け

　ﾛｰﾗｰ塗り

　吹付け

　吹付け

　ﾛｰﾗｰ塗り

　吹付け

　吹付け

　ﾛｰﾗｰ塗り
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・

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

ビニル床シート等の除去

合成樹脂塗床材の除去工法　

改修後の床の清掃範囲　　　

・下地モルタルとも（・図示による　　・除去範囲全て）

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※既存のまま

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

・ 既存床の撤去及び

　 下地補修

・ 改修範囲

 [6.2.2]

[6.3.2]

 [6.1.3]

・ 既存壁の撤去及び

　 下地補修

・機械的除去工法

※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示による）

※仕上材のみ（接着剤とも）

・図示による

・図示による

・図示による

・目荒し工法

・

材料のホルムアルデヒド放散量 [6.5.2]・　施工一般
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※図示による　　・　

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポ

キシ樹脂モルタルは、改修標準仕様書4章外壁改修工事による。

※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による　　・　

[6.5.3、4] 接着剤のホルムアルデヒド放散量・ 接着剤

※F☆☆☆☆　　

・ 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

屋外の形式及び寸法

屋外

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

周辺部の端からの間隔

野縁の間隔

[6.6.2～4]

あと施工アンカーの確認試験　

・行わない 

　試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所

　　　　　　　・(　　　)箇所　

　確認強度　　※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成部材等の

                単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　　　　　　　・(　　　)N

・使用する　　・使用しない

・行う

既存の埋込みインサート

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強箇所　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

耐震性能

H設計用水平震度(K ) 設計用鉛直震度(K )V クリアランス(mm)室名 階

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・軽量鉄骨天井下地(特定天井)

　範囲

　　・図示による　　・　

　特定天井の設計用震度及びクリアランスは以下による。

　　特定天井告示（平成25年国土交通省告示771号）による

　　特定天井の設計用震度　検証ルート（　　）

・ 軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

スタッド、ランナの種類 

※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※改修標準仕様書6.7.4(5)による

・図示による 

・ 

・ 

[6.7.3、4] [表6.7.1]

※図示による　　・　

補強方法等

・ ビニル床シート [6.8.2、3]Ｇ

種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

目地処理する場合の工法

※熱溶接工法　　・　

[6.8.2]・ 特殊機能床材

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

  種類　　（　　　　　）

　性能　　（　　　　　）

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

  種類　（　　　　　）

　形状　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

・耐薬床シート

　種類　　（複層ビニル床シート）

  性能　　（ 耐薬品性 ）

  厚さ(mm)（　   2  　）

[6.13.2、3]

　 その他のボード及び

・ せっこうボード、 MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　 合板張り 合板のホルムアルデヒド放散量

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量

表面への化粧張り等の加工

※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※図示による　　・　

Ｇ

Ｇ木質系セメント板

繊維強化セメント板

繊維板

種類等 厚さ(mm)、規格等

・木毛セメント板

　 ・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW)
※図示による　・15　・20　・25

・木片セメント板

　 ・硬質(HF) ・普通(NF)
※図示による　・12　・15　・18　・21　 ・30

・けい酸カルシウム板(タイプ2)

　　普通ボード 0.8FK
※図示による　・6　・8

・火山性ガラス質複層板

火山性ガラス質複層板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

※図示による　・9　・12　・15　・18

　　種類　※図示による　・　
※図示による　・　

※図示による　・3　・7　・9　・12　 ・　

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7　 ・　

Ｇﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・無研磨板（VN）

　・研磨板（VS）

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）

　・塗装（DC）

※図示による　・10　・12　・15　・18　 ・　

※図示による　・10（難燃）　・12（難燃）　・　

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・9 （不燃）　・12（不燃）

・12（不燃）　・15（不燃）

※図示による　・25　・　

※図示による

・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　・　

※図示による

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（・1号　・　）

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（・32K　・　）

[6.8.2]材質の種類・ ビニル幅木

高さ(mm)

厚さ(mm)

・軟質　　・硬質 

※60　　・75　　・100

※1.5以上　　・　

　[7.2.1～7]

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・ 下地調整

・ 材料

防火材料　

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

[7.1.3]

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

※塗替え面積の30％

下地調整 

既存錆止め塗料の鉛含有量調査 

・行う（　　　　　　箇所）

・行わない 

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

・図示による

・

下地調整の種別

塗替え
ひび割れ部の補修

　　　 －

　　　 －

　　　 －

　　　 －

・行う

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

（鋼製建具等）

モルタル、プラスター面
・行わない

・行うコンクリート面(DP以外)、

・行わない

・RA種　　・RB種 ・行う
押出成形セメント板面

・行わない

・RB種　　・RC種
・行う

コンクリート面（DP）
・行わない

せっこうボード面及び

ALCパネル面

その他ボード面

・RC種
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※F☆☆☆☆　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　 　　　 －

素地面の種類

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）

・12.5（不燃）　・15（不燃）　・　

・12.5（・不燃　・準不燃）

※図示による

・12.5（不燃）　・15（不燃）

※図示による

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L）

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）

　・化粧無し（下地張り用）

　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・木目　12.5（不燃）幅 440㎜ 程度

　模様（・柾目　・板目）　専用下地材有り

・トラバーチン模様　9.5（準不燃）

※図示による　・9.5　・　

・9.5（不燃）

※図示による

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-D）

※図示による

※図示による　　・9.5（準不燃）

合板類

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・普通合板

　表板の樹種名：

　板面品質：

　防虫処理

　・行う　・行わない

※図示による

・天然木化粧合板

　化粧板の樹種名： ※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

・特殊加工化粧合板

　化粧加工の方法

※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

　表面性能

　・

・

・

・

　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　・　

化粧加工の方法（・オーバーレイ　　・プリント　　・塗装　　・　　　　　　）

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合

合板類の張付け

せっこうボードの目地工法等

目地工法の種類

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

※図示による　　・　

・A種　　・B種　　・　

※図示による　・継目処理工法　・突付け工法　・目透し工法

Ｇ

7.8.3による

改修標準仕様書

7.8.2による

改修標準仕様書

7.8.3による

改修標準仕様書

7.8.2による

改修標準仕様書

・C-1種

・B-1種

・A-1種

屋内の亜鉛めっき鋼面

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※A種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※A種　　・　

※B種　　・　

※A種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

・

オイルステン塗りの工程等

・適用しない

・適用する

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の適用

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

・適用しない

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用

※RB種　　・RA種　　・RC種

・オイルステイン塗り(OS)

　　　　　　　　)

（着色塗料の種類：

・A種

※B種

　　　　　　　　)

（着色塗料の種類：

・2種

　(DP)

　イント塗り(SOP) 

・A種

料

射反射率塗

・3級

・2級 塗料製造所の仕様による

・1級

 2種

屋根用高日

JIS K 5675

（kg/㎡)等級種類規格名称

塗付け量塗料その他

規格番号
工程

・

※B種　　・A種※B種　　・A種

・ピグメントステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

※B種　　・A種

・A種　　・B種

・A種　　・B種

・A種　　・B種

・A種　　・B種屋内の鉄鋼面

屋内の木部

・A種　　・B種コンクリート面等

・
セメント板面

コンクリート面及び押出成形

上塗り等級（　　　）級 

上塗り等級（　　　）級 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面

※B種　　・A種※B種　　・A種

※B種・クリヤラッカー塗り(CL)

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

    ※1種

塗装の種類 ※B種　　・A種鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

新規塗替え

工程
塗装面塗装の種類

・ステイン塗り

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

  イント塗り(EP-G)

・つや有合成樹脂

  エマルションペ

・耐候性塗料塗り

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

　

・合成樹脂調合ペ

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・ 塗装

・

[7.5.2～7.12.2]

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

・高日射反射率塗料塗り 

※改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

※改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　 

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　
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・ 石綿含有建材の [9.1.1、3～6]

　 除去工事

石綿粉じん濃度測定

測定時期、場所及び測定点

・

適用 測定名称 測定時期 測定場所
測定箇所数

（各施工箇所ごと）

測定 1

測定 2

測定 3

測定 4

測定 5

測定 6

測定 7

処理作業前

処理作業中

処理作業室内 ・計　　　点

調査対象室外部の付近 ・計　　　点

処理作業室内 ・計　　　点

セキュリティーゾーン入口 ・計　　　点

集じん・排気装置の排出口
出口吹出し風速1m/s以下

（処理作業室外の場合）
の位置

処理作業室内

・計　　　点　・施工区画周辺

　・敷地境界

・計　　　点

処理作業後

（シート養生中）
・計　　　点処理作業室内

・計　　　点処理作業室内

測定 9

測定 8 処理作業後

（シート撤去後

　 1週間以降)
・計　　　点調査対象室外部の付近

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

・ 石綿含有建材の調査 1章 石綿含有建材の調査による

測定方法

・自動測定器による測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じんを

迅速に測定できる機器を用いた測定

測定名称
メンブレンフィルタ

直径(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

 ・測定 4

 ・測定 5

 ・測定 5

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・

25

47

47

5

10

10

30

120

240

 ・測定 4 ・　

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名

東京大学

印

NON 特 A- 0 3特記仕様書３

R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 特任専門職員 係員
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・埋立処分（管理型最終処分場）

石綿含有建材の処理 　

・石綿含有吹付け材の除去 　

除去対象範囲

除去工法

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 　　

※湿潤化　　・固形化 　　　

除去した石綿含有吹付け材等の処分　

・石綿含有保温材等の除去 　　　

除去対象範囲

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第1種以外）の除去 　　

除去対象範囲

除去した石綿含有成形板の処分 　

・石綿含有せっこうボード

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法

除去した石綿含有保温材等の処分　

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

石綿含有建材除去後の仕上げ工事

除去した石綿含有保温材等の飛散防止 

※湿潤化　　・固形化

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第1種）の除去 　　

除去対象範囲

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第1種の処分　

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・

養生方法

・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲

除去した石綿含有仕上塗材の処分

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法

養生方法

足場

※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による

・

・破砕して除去　　・手ばらし

・図示による　　・ 　　

・

・

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

・埋立処分（管理型最終処分場）

　※埋立処分（管理型最終処分場）

　・埋立処分（安定型最終処分場）

・埋立処分（安定型最終処分場）

・埋立処分（安定型最終処分場）

・埋立処分（管理型最終処分場）

・材料（　 真砂土 　）　　工法（　　　　　　　）　適用場所（　　図示による　　）

[8.28.3]

・A種　適用場所(　　　　　　)

・B種　適用場所(　　　　　　)

・C種　適用場所(　　　　　　)　土質(　　　　)　受渡場所(　　　　　　)

・D種  適用場所(　　　　　　)

※改修標準仕様書表8.28.1による

（D種の品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50%未満とする。）

材料及び工法8-8

土
工
事
及
び
地
業
工
事

・ 埋戻し及び盛土

材料

砂利厚さ

[8.2.15][8.28.4]

※60mm　　　・　

・再生クラッシャラン

・切込砂利又は切込砕石

Ｇ

・ 砂利地業

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名

東京大学

印
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空調機、ＦＦ暖房機

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名

東京大学

印

NON

R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 特任専門職員 係員

　同上用電源配線

　上記①～③用煙感知器

　同上用煙感知器

　同上用レリーズ

　同上用スイッチ

　同上用枠、取付板等

　同上用スイッチ

　同上接続部止水板

　同上基礎上鉄骨架台

　同上用配管接続

　同上補修

　同上開口部補強

リレ－までの配管配線共

リレ－取付まで③煙感知器連動防煙垂れ壁

リレ－取付まで②煙感知器連動シャッター

リレ－取付まで①排煙防火ダンパ－

リレ－及びリレ－までの配管配線共

配管配線、ボックス共

煙感知器連動防火戸

ガラリへの給排気

ダクト接続

内壁取付ガラリ

給排気用外壁取付ガラリ

全熱交換器

木製、アルミ製、鉄製

壁、サッシ等への取付（材共）　　〃

ダクトのあるもの換気扇取付

屋上設置のものの基礎

屋外大型のものの基礎

ＳＵＳ、ＦＲＰ、鋼製

コンクリート製

　　〃

　　〃

　　〃

各種槽類

建物、共同溝接続トレンチ

歩床コンクリート共同溝

地下式屋外貯油槽

仕上げ共

仕上げ共

屋外自立盤の基礎

一般機器類の基礎

自家発電機等電気設備関係機器

ボイラ等機械設備関係機器

　　　　　〃

　　　　　〃

機器用アンカーボルト

大型機械基礎

第１桝から排水幹線までの配管

第１桝から排水幹線までの配管

幹線の配管

幹線の配管

建物及び第１桝までの配管

　　　　　〃

生活排水、実験排水管

　　〃

雨水排水管

防露工事共竪樋

ルーフドレン

洗面器等取付化粧板

給排水用

ステンレス製（含む排水金具）

本体、水切

陶器製流し台

流し台、ミニキッチン

壁、床等の補修

機器・配管取付後の

防火区画貫通部補修

軽量鉄骨下地開口部補強

点検口取付及び、開口部補強床点検口

露出形器具取付用盤等重量物の下地補強

穴あけ加工

床に取付ける器具等の

特殊仕上材の天井、壁、

ボ－ド等の切開

開口補強を必要としない

天井及び壁、ボ－ド切開

電気設備関係開口部

機械設備関係開口部　　　　　〃

軽量鉄骨下地開口部墨出し

点検口取付及び、開口部補強天井点検口

コンクリート床

ＰＣ版

インサート

インサート

ダクト等の貫通部

スリ－ブ入れＰＣ版の穴あけ

補修

ＡＬＣパネルの穴あけ、

貫通部補修

配管ダクト類の防水

コンクリ－ト穴あけ

鉄筋切断及び補強筋入れ

床スラブスリ－ブ入れ

床スラブ木製型枠入　

壁スリ－ブ入れ

梁、壁木製型枠入　

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

気

電

築

建

械

機

摘　　　　　要

区　　分

項　　目

名　　　　　称

（面積計上）

摘　　　　　要

(形態による)

展示パネル、展示ケース

集密書架

積層書架

書架、書庫

消火器

カーテン

ブラインド

サイン、案内板

吊り戸棚

ベッド

応接セット

ガス台

カウンター

ローパーティション

スライディングウォール

暗幕

電動スクリーン

黒(白)板、掲示板

実験台(配管等工事あり)

実験台

作業台

教壇、教卓

ＯＡ机、ラック

連結椅子

机、椅子、棚

(

木
土

築
建

(

部

学

備　　　　　考

気

電

築

建

械

機区　　分

項　　目

名　　　　　称

備　　　　　考

備　　　　　考

　同上用配管

　同上用照明・コンセント

　同上用電源配線

　同上用配管

　同上用照明・コンセント

　同上用電源配線

　同上用配管

　同上用電源配線

　同上用信号線

一次側接続まで　同上用電源配線

一次側接続まで

一次側接続まで

　同上用電源配線

　同上用電源配線

１次側接続まで　同上用電源配線

　同上配管配線

　同上配管配線

　同上用基礎

　同上雷保護設備

　同上煙道

　同上表示灯及び起動装置

配管配線用ピット

一次側接続まで。ＳＷの取付配線共

植栽

コンクリート擁壁

法枠、モルタル吹付け

芝生、種子吹付け

接続まで

接続まで

電源配管配線、接続ボックス共

電源配管配線、接続ボックス共

一次側接続まで

一次側接続まで

プレハブ型

無響室等の内装

無響室等の内装

シールド、防音、

シールド、防音、

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、

接続まで

現場製作

据付共ユニットバス本体

各メーターから装置まで

関係機器、関係機器間配線を含む中央監視装置本体

操作盤～接続ボックスまで

配管配線、接続ボックスまで電気錠

読取装置共電気錠操作盤

二次側自動扉の配管配線

二次側。操作盤、押釦取付共電動シャッターの配管配線

ステンレス鋼板製

コンクリート製

ガソリントラップ

グリストラップ及び

取付共テレビアンテナ

室内テレビ用吊金物

はしご

保守管理用タラップ、

雷保護設備

鏡化粧カウンターは除く化粧用洗面器

特殊サイズ鏡

防音遮音処理

機械室、電気室の

天井フック

点検口

コンクリートシャフト

フリーアクセスフロア等

配線用の二重床開口

盤、配管、ダクト、

鋼板製

独立煙突

座板共連結送水口

自動火災報知器

屋内消火栓起動リレ－

消火ポンプ、制御盤屋内消火栓

制御盤以降の配管、配線共制御盤

Ｌ型・Ｕ型と管敷設道路側溝用排水

気

電

築

建

械

機

摘　　　　　要

区　　分

項　　目

名　　　　　称

(屋内運動場は対象外)

クリーンベンチ､安全キャビネット

クリーンベンチ､安全キャビネット (配管等なし)

(配管等あり)

厨房機器

飼育ゲージ、水槽

薬品棚

純水製造装置

飼育ゲージ、水槽

オートクレーブ

オートクレーブ

ドラフトチャンバー

ブックディテクションシステム

ブックディテクションシステム

入退室管理システム、監視カメラ

水質自動監視装置

水質自動監視装置

舞台幕類

舞台照明・音響・映像・機構設備

舞台照明・音響・映像・機構設備

入退室管理システム、監視カメラ

湯沸し器

テレビ共聴設備

放送設備（建物全体に係る）

放送設備

電話機

蛍光灯スタンド

ウォータークーラー

ストーブ、除湿器

低温室

冷蔵庫、冷凍庫

視聴覚機器､ＯＨＰ､プロジェクタ

テレビ、ビデオ

展示パネル、展示ケース

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

● ●●

● ●●

● ●●

●

墨出しは各工種

仕上げは建築工事

墨出し、補修除く

ボード切込、墨出し共

墨出し共

墨出し、型枠入れ共

墨出し、型枠入れ共

●

●

●

●

接地共

接続共

接続共

●

●

●

●

●

●

トイレパック

●

●

配管まで

特記仕様書５ 特 A- 0 5

２．●が重複する項目は、それぞれの区分が必要とする工事を自ら行う。

１．●印の付いたものを適用する。

工事区分表

ハッチ用階段

ハッチ

●

撤去
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名

東京大学

印

案内図・全体配置図 A-0 2
1/1000

1/12000

工事範囲：東京都文京区弥生２－１１－６
東京大学浅野キャンパス構内

案内図　S=1/12000

R8

副課長 係長 係員特任専門職員

工学部10号館

工学部９号館

工学部12号館
別館 工学部12号館

理学部３号館

動力実験

装置室

RI総合センター

タンデム加速器

研究棟

情報基盤センター
本館

低温センター
情報基盤センター別館

武田先端知ビル

風工学実験室

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

超高圧電子顕微鏡室

浅野キャンパス
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屋根／屋上

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度

東京大学

印

NON

工事名

備　　　考

外部仕上表

部 位 名

仕上表(改修後)

既存利用：モルタル金ゴテ(H1800)+上部プラスター

内部仕上表

備　　　考室　　名
天井高さ

壁床 巾　木 天　井
高 さ

―
電顕ピット室 ―― 支柱新設、換気吸い込み口新設、床置きエアコン新設

ＴＥＭ室４ 既存撤去の上、塩ビ系シート貼り 既存撤去の上、吸音石膏ボード張り 塗装、吸音材貼り付け 3250

暗室

既存400K TEM撤去、扉向き変更、照明・コンセント改修―

― 塗装 流し撤去、ブロック壁撤去

機械室 既存利用：モルタル金ゴテ 既存利用：コンクリート― 3250既存利用：モルタル金ゴテ

2300

ＴＥＭ室１

―

― 塗装

防音遮熱ガラス

―前室 塗装 塗装 見学者入場あり

タイルカーペット(東リ　GA100相当)

長尺シート

吸音材(アコスターボード 25t 80K以上) 床置き除湿器(連続排水・静音タイプ)新設

２方向エアコン新設、換気吹き出し口・吸い込み口新設

―オペレーションルーム タイルカーペット(東リ　GA100相当) オフィス仕様 オフィス仕様 ２方向エアコン新設、換気吹き出し口・吸い込み口新設

床置き除湿器(連続排水・静音タイプ)新設

―ＴＥＭ機械室 長尺シート 塗装

TEM室バイパス換気新設

既存利用：コンクリート― 2600既存利用：ビニール系タイルＴＥＭ室２ 既存アネモ吹き出し口撤去、換気吹き出し口新設

既存利用：モルタル金ゴテ 既存利用：コンクリート既存利用：プラスターボード(ア9.0)― 2600既存利用：ビニール系タイル

暗室 ― 塗装既存利用：フレキシブル板(ア4.0) 流し撤去、ブロック壁撤去既存利用：モルタル金ゴテ既存利用：塩ビ系シート 2300

２ 階

１ 階

地 階

ＴＥＭ室１(吹抜け箇所) ―― 遮音断熱構造(天井歩行可能)

(日軽パネルシステム　断熱パネルRHRP以上)

遮音断熱構造(天井歩行可能)

(日軽パネルシステム　断熱パネルRHRP以上)

天井に搬出入用可動ハッチ新設

ＴＥＭ室１(吹抜け外)

既存利用：ビニール系タイル

既存利用：ビニール系タイル ハッチ使用時昇降用階段(or アルミステップ)新設

手すり新設、TEM室用空調新設

天吊りエアコン新設、換気吹き出し口・吸い込み口新設

開口部塞ぎ、TEM室用空調新設、換気吹き出し口・吸い込み口新設

既存利用：コンクリート

既存利用：プラスター

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用

既存利用

既存利用

既存利用

既存利用

既存利用 既存利用

既存利用便所

更衣室

既存利用：塩ビ系シート

既存利用：塩ビ系シート

既存利用：塩ビ系シート

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：プラスターボード(ア9.0)

既存利用：プラスターボード(ア9.0)

既存利用：プラスターボード(ア9.0)

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

2600

2600

2350

2350

廊下

倉庫

玄関

既存利用：ビニール系タイル

既存利用：クリンカータイル

ビニール系タイル

2300

2300

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：フレキシブル板(ア4.0)

既存利用：フレキシブル板(ア4.0) 塗装

既存利用：フレキシブル板(ア4.0)

既存利用：フレキシブル板(ア4.0)、ビル石吹付 既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

既存利用：モルタル金ゴテ

共 通

・巾木見切縁：プラスチック

・各室出入口：真鍮目地棒　4×12取付

・天井廻り縁：プラスチック

A - 0 3

階段室 ビニール系タイル 塗装

吸音材(アコスターボード) 吸音材(アコスターボード)

吸音材(GCボード 25t 40K以上)

既存換気吸い込み口改修

（排気ダクト改修）（外調機へ変更の場合EA/OAガラリとする）

（空調機を全館用換気として外調機へ更新）

ＴＥＭ室３(居室)

居室３(ＴＥＭ室)

居室２

吹抜け箇所照明LED化

外壁

樋

雨水枡

ドライエリア
床：防水モルタル塗り　目地切：排水溝付

既存利用

既存利用

R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

ドライエリア

実験室(補助電顕室)

倉庫

機械室

暗室

前室

倉庫

ＵＰ

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

3,100 4,100

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

Y4

Y1

Y3

Y2

4,800

北

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

6,150

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：400×400

3
,
6
0
0

土間 地中梁 土間

開口(W750×H600)

開口(W750×H600)

柱補強

地下１階平面図

改修前

A - 0 4

R8

撤去　流し台
撤去　ブロック壁

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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前室

暗室

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

ＵＰ

ＤＮ

北

4,953 3,942

6
,
0
0
0

5
,
0
9
0

1,200

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1,130

4
2
5

525

525

1,9003001,8003001,935

9
2
5

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：400×400

開口：240×240

開口：240×300

鋼製
点検口

１階平面図

Y3

Y2

ドライエリア

オペレーター室

改修前

A - 0 5

改修　床開口閉塞(6ヶ所)

改修　床開口閉塞(6ヶ所)

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

5,500 6,500 1,0002,000 2,500

R8

撤去　流し台
撤去　ブロック壁

測定室

撤去　アネモ吹き出し口

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

ＵＰ

ＤＮ
オペレーター室

測定室

北

２階平面図

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

1,520

1
,
4
6
0

3
,
9
2
0

2
,
8
3
0

6,720

1,200

1
,
5
0
0

鋼製
ふた

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

Y3

Y2

便所 更衣室

改修前

A - 0 6

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

5,500 6,500 1,0002,000 2,500

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

吹抜け

R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

倉庫

倉庫

ＵＰ

3,100 4,1004,800

北

6,150

3
,
6
0
0

土間 地中梁 土間

開口(W750×H600)

開口(W750×H600)

柱補強

地下１階平面図

改修後

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：400×400

暗室

扉向き変更

機械室

ドライエリア

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：200×200

TEM室４
CH=3250

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

5,715

3
,
7
2
0

壁塗装/床改修

共有部

既存400K TEM撤去
換気ダクト改修
壁塗装/吸音材貼付
床改修
照明改修
コンセント改修

A - 0 7

階段室

壁塗装/床改修

R8

壁面塗装

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

2,300 6,450 3,250

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
,
8
5
0

1
,
8
5
0

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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1,600

5
,
0
9
0

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

ＵＰ

ＤＮ

北

1,200

1
,
5
0
0

鋼製
点検口

１階平面図

ドライエリア

改修後

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：400×400

開口：240×240

開口：240×300

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：200×200

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

1
,
8
7
5

150

7,145

2
,
1
8
0

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

5,500 6,500

2,780

天井：塗装

壁：吸音材
参考(アコスターボード 25t 80K以上)

床：タイルカーペット
参考(東リ　GA100相当)

TEM室１

TEM機械室
壁：遮音壁 吸音材
参考(GWボード 25t 40K以上)
天井：塗装
床：長尺シート

防音断熱ガラス

W
9
0
0
×

H
2
0
0
0

W900×H2000

防
音

断
熱

ガ
ラ

ス

W1200×H2000

W
1
7
0
0
×

H
2
2
0
0

ガ
ラ
ス

扉

W
1
6
5
0
×

H
2
2
0
0

壁・天井：塗装
床：長尺シート

防
音

断
熱

ガ
ラ

ス

前室

W1200×H2000

共有部

壁塗装/床改修

ハブ・防災盤
リレー盤有り

オペレーションルーム
壁・天井：オフィス仕様
床：タイルカーペット
参考(東リ　GA100相当)

配線用開口：FL+0　W350×H150(有効)

配線用開口：FL+0　W200×H150(有効)

A - 0 8

階段室

壁塗装/床改修

1,0002,000 2,500

居室orTEM室３

TEM室２

W
1
5
5
0
×

H
2
2
0
0

R8

暗室

壁面塗装
既存天井補修

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

Y3

Y2

1
,
8
5
0

1
,
8
5
0

3,2506,4502,300

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

北

２階平面図

改修後支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：200×200

A - 0 9

R8

ＵＰ

ＤＮ

1,520

1
,
4
6
0

2
,
8
3
0

1,200

1
,
5
0
0

鋼製
ふた

便所 更衣室

6,720

壁塗装/床改修

共有部

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

5,500 6,500

TEM室壁新設

扉寸法：W1800×H1750～1800

可能な範囲で高く

階段室

壁塗装/床改修

吹抜け

照明LED化

1,0002,000 2,500

居室２

居室３orTEM室

開口部塞ぎ
縞鋼板

室内手摺新設

9
0
0 1,200

UP

ハッチ使用時昇降用
階段orアルミステップ(手すり有)

1
,
9
5
0

2
,
0
0
0

2
,
1
5
0

1
,
9
5
0

2
,
0
0
0

2
,
1
5
0

1,485 1,765

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

Y3

Y2

2
,
0
0
0

2
,
1
5
0

1
,
8
5
0

Y3

Y2

TEM室内
壁・天井：遮音断熱構造(天井歩行可能)
参考(日軽パネルシステム株式会社 断熱パネルRHRF以上)
(ハッチ部分を除く) 3

,
9
2
0

UP 9
0
0

7
7
5ハッチ使用時昇降用

階段orアルミステップ(手すり有)

1
,
8
5
0

2
,
1
5
0

天井手摺新設

1,485

TEM室天井

6,4502,300

中央囲い天井高さ2FL+2500

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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(上部)搬出入用
可動ハッチ(3m角)

※詳細は
　別添ハッチ検討図参照

4,1802,270

1
,
0
2
0

3
,
8
6
0

1
,
2
2
0

1
,
0
2
0

3
,
8
6
0

1
,
2
2
0
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100断面図①(改修前) A - 1 0

改修前

X1 X2 X3

2,500 1,200 3,600 1,200 1,350 800 1,350

3,700 6,150 2,150

12,000 3,000

X1 X2 X3

9
,
3
0
0

5
0
0

3
,
5
3
5

3
,
4
0
0

1
,
3
0
0

9
3
5

1
,
8
6
5

6
,
0
0
0

3
,
5
0
0

6,000

21,000

X4

X4

2
,
3
0
0

1
,
3
0
0

3
,
4
0
0

3
,
5
3
5

3
,
6
0
0

5
0
0

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

7
,
7
3
5

11
,
0
3
5

2,300

1,000 2,5002,000

1
0
0

吹抜け

廊下

階段室へ

階段室へ

廊下

廊下

階段室へ 倉庫

玄関

R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100断面図②(改修前) A - 1 1

改修前

1
,
3
0
0

3
,
4
0
0

3
,
5
3
5

3
,
6
0
0

5
0
0

7
,
7
3
5

1
1
,
0
3
5

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

2
,
8
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

3
,
2
5
0

10,000

4,000 2,000 4,000

Y1 Y2 Y3 Y4

Y1 Y2 Y3 Y4

10,000

4,000 2,000 4,000

1
,
3
0
0

3
,
4
0
0

3
,
5
3
5

6
,
0
0
0

1
,
8
6
5

5
0
0

1
2
,
0
0
0

Y1 Y2 Y3 Y4

Y1 Y2 Y3 Y4

実験室実験室

測定室 オペレーター室
廊下

廊下

廊下 ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ実験室機械室

1,500

R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100断面図①(改修後) A - 1 2

改修後

X1 X2 X3

2,500 1,200 3,600 1,200 1,350 800 1,350

3,700 6,150 2,150

12,000 3,000

X1 X2 X3

9
,
3
0
0

5
0
0

3
,
5
3
5

3
,
4
0
0

1
,
3
0
0

9
3
5

1
,
8
6
5

6
,
0
0
0

3
,
5
0
0

6,000

21,000

X4

X4

2
,
3
0
0

1
,
3
0
0

3
,
4
0
0

3
,
5
3
5

3
,
6
0
0

5
0
0

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

7
,
7
3
5

11
,
0
3
5

1,000 2,5002,000

1
0
0

天井：塗装

壁：吸音材
参考(アコスターボード 25t 80K以上)

床：タイルカーペット
参考(東リ　GA100相当)

TEM室１
TEM機械室

壁：遮音壁 吸音材

天井：塗装
床：長尺シート

参考(GWボード 25t 40K以上)

2,300

W1650×H2200 W1550×H2200
新設：扉寸法新設：扉寸法

新設：扉寸法
W1200×H2000

扉向き変更

階段室へ

階段室へ

階段室へ

廊下

廊下

廊下

吹抜け

玄関

倉庫

照明LED化

R8

扉寸法：W1800×H1750～1800

可能な範囲で高く

新設：ガラス扉寸法
W1700×H2200

手摺新設2
,
5
0
0

TEM室内
壁・天井：遮音断熱構造(天井歩行可能)
参考(日軽パネルシステム株式会社
　　 断熱パネルRHRF以上)
(ハッチ部分を除く)

(上部)搬出入用可動ハッチ(3m角)

天井手摺新設

195.53*13段
階段orアルミステップ
ハッチ使用時昇降用

中央囲い天井高さ
（2FL+2500）

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100断面図②(改修後) A- 1 3

改修後

1
,
3
0
0

3
,
4
0
0

3
,
5
3
5

3
,
6
0
0

5
0
0

7
,
7
3
5

1
1
,
0
3
5

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

2
,
8
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

3
,
2
5
0

10,000

4,000 2,000 4,000

Y1 Y2 Y3 Y4

Y1 Y2 Y3 Y4

10,000

4,000 2,000 4,000

1
,
3
0
0

3
,
4
0
0

3
,
5
3
5

6
,
0
0
0

1
,
8
6
5

5
0
0

1
2
,
0
0
0

Y1 Y2 Y3 Y4

Y1 Y2 Y3 Y4

天井：塗装

壁：吸音材
参考(アコスターボード 25t 80K以上)

床：タイルカーペット
参考(東リ　GA100相当)

壁・天井：オフィス仕様
床：タイルカーペット
参考(東リ　GA100相当)

オペレーション
ルーム TEM機械室

壁：遮音壁 吸音材

天井：塗装
床：長尺シート

参考(GWボード 25t
　　 40K以上)

廊下

廊下

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

TEM室１

TEM室４

TEM室２ 居室orTEM室３

居室２居室３orTEM室

廊下機械室

1,500

R8

(上部)搬出入用可動ハッチ(3m角)

干渉注意

ハッチ使用時昇降用
階段orアルミステップ

ハッチ扉軌跡に
天井手摺新設壁・天井：遮音断熱構造(天井歩行可能)

TEM室内

参考(日軽パネルシステム株式会社
　　 断熱パネルRHRF以上)
(ハッチ部分を除く)

可能な範囲で高く

扉寸法：W1800×H1750～1800

中央囲い天井高さ2FL+2300

2
,
3
0
0

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員
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6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

倉庫

倉庫

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

3,100 4,1004,800

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

土間 地中梁 土間

開口(W750×H600)

開口(W750×H600)

柱補強

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：400×400

暗室

扉向き変更

壁面塗装

機械室

ドライエリア

TEM室４
CH=3250

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

壁塗装/床改修

共有部

既存400K TEM撤去
換気ダクト改修
壁塗装/吸音材貼付
床改修
照明改修
コンセント改修

階段室

壁塗装/床改修

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：200×200

ＵＰ

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

北

改修後
R8

地下１階キープラン A-1 4

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員

SD
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1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

1,200

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

鋼製
点検口

Y3

Y2

ドライエリア

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：400×400

開口：240×240

開口：240×300

暗室

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

5,500 6,500

天井：塗装

壁：吸音材
参考(アコスターボード 25t 80K以上)

床：タイルカーペット
参考(東リ　GA100相当)

TEM室１

TEM機械室
壁：遮音壁 吸音材
参考(GWボード 25t 40K以上)
天井：塗装
床：長尺シート

防音断熱ガラス

W
9
0
0
×

H
2
0
0
0

W900×H2000

防
音

断
熱

ガ
ラ

ス

W1200×H2000

W
1
7
0
0
×

H
2
2
0
0

ガ
ラ
ス

扉

W
1
6
5
0
×

H
2
2
0
0

壁・天井：塗装
床：長尺シート

防
音

断
熱

ガ
ラ

ス

前室

W1200×H2000

共有部

壁塗装/床改修

壁面塗装

ハブ・防災盤
リレー盤有り

オペレーションルーム
壁・天井：オフィス仕様
床：タイルカーペット
参考(東リ　GA100相当)

階段室

壁塗装/床改修

1,0002,000 2,500

居室orTEM室３

TEM室２

W
1
5
5
0
×

H
2
2
0
0

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：200×200

配線用開口：FL+0　W350×H150(有効)

配線用開口：FL+0　W200×H150(有効)

ＤＮ

ＵＰ

既存天井補修

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

北

改修後
R8

１階キープラン A-1 5

SD

SDSD

SD

SD

2
AW

5

AW
3

5'

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員

AW
12

3'

3
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1,520

1
,
4
6
0

3
,
9
2
0

2
,
8
3
0

1,200

1
,
5
0
0

鋼製
ふた

便所 更衣室

6,720

(上部)搬出入用可動ハッチ(3m角)

壁塗装/床改修

共有部

手摺新設

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

Y3

Y2

6,0003,00012,000

21,000

X1 X2 X3 X4

5,500 6,500

1
0
,
0
0
0

Y4

Y1

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

Y3

Y2

TEM室壁新設

中央囲い天井高さ2FL+2000

扉寸法：W1800×H1750～1800

可能な範囲で高く

開口部塞ぎ
鉄板or縞鋼板
or鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

階段室

壁塗装/床改修

壁・天井：遮音断熱構造(天井歩行可能)

(ハッチ部分を除く)
参考(日軽パネルシステム株式会社 断熱パネルRHRF以上)

TEM室内

天井手摺新設

吹抜け

照明LED化

1,0002,000 2,500

居室２

居室３orTEM室

支柱(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)：200×200

ハッチ使用時昇降用
階段orアルミステップ(手すり有)

UP

ＤＮ

ＵＰ

特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

北

改修後
R8

２階キープラン A-1 6

SD
6

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員

SD
7
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

1/100

R8

建具表 A-1 7

1箇所

1箇所

1箇所 1箇所記号 箇所

姿　　　図

形　　　式

仕上・見込

金　　　物

備　　　考

記号 箇所

姿　　　図

形　　　式

仕上・見込

金　　　物

記号 箇所

姿　　　図

備　　　考

形　　　式

仕上・見込

金　　　物

備　　　考

AW-1 玄関 1箇所

風除室として利用

AW-2

アルミサッシ両開き扉

網入り透明ガラスt6.8

見学者用スペースに利用

アルミサッシ両開き扉＋FIX窓

防音断熱ガラスt6.8

AW-3TEM室１

見学者用スペースに利用

防音断熱ガラスt6.8

FIX窓

SD-1 TEM室４

1,550

2
,
2
0
0

▽FL

2
,
2
0
0

9
0
0

1
,
3
0
0

FIX

1,700 1501501,800 1,800

FIX

5,700
5050

▽FL

FIX

2
,
2
0
0

9
0
0

1
,
3
0
0

50 4,000 50

スチールフラッシュドア 両開き

シリンダー錠 DC 丁番5インチ3枚吊り

ガラリ付き

内開きを外開きへ変更

SD-2

1,500

400 400

2
,
0
0
0

3
0
0

TEM室１

TEM室1 オペレーションルーム 2箇所
SD-5

 SD-5'

2
,
0
0
0

900

スチールフラッシュドア 片開き

シリンダー錠 丁番3枚吊り DC

SD-6

スチールフラッシュドア 両開き

シリンダー錠 丁番3枚吊り DC

防音扉

1,800

1
,
7
5
0
～

1
,
8
0
0

防音扉、中央囲い壁高さ2000、扉の高さは可能な限り高く

TEM室１(2階 中央囲い壁 新設扉)

東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員

1箇所SD-7 TEM室１(2階 中央囲い 天井)

搬出入用可動ハッチ

別添のハッチ検討図による

１階廊下 1箇所 TEM室１ 前室 2箇所
SD-3

 SD-3'

400 800

1,200

2
,
0
0
0

シリンダー錠 丁番3枚吊り DC

スチールフラッシュドア 親子扉

防音扉、SD-4'は左右反転

1,650

2
,
2
0
0

スチールフラッシュドア 両開き

既存開口の高さ拡張要

シリンダー錠 丁番3枚吊り DC
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印 R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

ハッチ検討図(1) 1/40

副課長 係長 係員特任専門職員

A - 1 8
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印 R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

ハッチ検討図(2) 1/10

副課長 係長 係員特任専門職員

A - 1 9
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印 R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員

鉄骨構造標準図(1) A - 2 0NON
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印 R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員

鉄骨構造標準図(2) A - 2 1NON
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特記事項

図面名称 縮 尺 図面番号

作成年度工事名印

B

1/200
1/60

R8東京大学（本郷）超高圧電子顕微鏡室改修工事

副課長 係長 係員特任専門職員

除振架台固定要領
メンテナンス架台

構造図(参考)
A - 2 2
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